
し
く
接
し
た
い
で
す
。
」
と
感

食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会)

監
事
＝
小
田
護
（
自
治
会
連
絡

想
を
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
高
齢
者
体
験
セ
ッ
ト

協
議
会)

、
森
昭
子(

婦
人
会)

を
つ
け
た
り
、
車
い
す
に
乗
り

な
が
ら
普
段
の
学
校
生
活
を
過

住
民
ひ
と
り
ひ
と
り
が
社
会

ご
し
た
一
小
児
童
は
「
車
い
す

福
祉
に
参
加
し
て
、
地
域
の
中

高
齢
者
や
体
の
不
自
由
な
人
の

り
し
て
、
い
つ
も
や
っ
て
い
る

で
大
き
な
段
差
を
越
え
る
と
き

の
た
す
け
あ
い
を
育
て
て
い
く

理
解
を
深
め
よ
う
と
、
１
月

こ
と
が
で
き
ず
困
り
ま
し
た
。

他
の
人
の
力
を
借
り
な
い
と
進

た
め
の
組
織
で
「
誰
も
が
安
心

日
に
大
三
東
小
学
校
３
年
生

こ
れ
か
ら
は
お
年
寄
り
に
や
さ

め
ず
、
人
と
人
と
の
協
力
の
大

島
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

の
特
性
を
活
か
し
た
福
祉
活
動

し
て
暮
ら
せ
る
住
み
よ
い
ま
ち

が
高
齢
者
疑
似
体
験
を
行
い
、

切
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

は
、
地
域
に
密
着
し
た
地
域
福

が
益
々
充
実
し
て
い
く
こ
と
が

づ
く
り
」
を
目
指
し
ま
す
。
地

２
月
８
日
か
ら

日
の
３
日
間

た
。
」
「
上
手
く
で
き
ず
に
い

祉
活
動
を
推
進
す
る
た
め
に
、

期
待
さ
れ
ま
す
。

区
住
民
や
町
内
会
・
自
治
会
、

第
一
小
学
校
５
年
生
が
車
い
す

た
と
き
周
り
の
人
か
ら
『
手
伝

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
（
以
下

有
明
地
区
社
協
は
ひ
と
り
暮

民
生
委
員
・
児
童
委
員
そ
の
他

体
験
と
高
齢
者
疑
似
体
験
を
行

お
う
か
』
と
声
を
か
け
て
も
ら

「
地
区
社
協
」
）
の
組
織
化
に

ら
し
高
齢
者
配
食
サ
ー
ビ
ス
、

地
区
の
各
種
団
体
か
ら
選
出
さ

い
ま
し
た
。

っ
た
の
が
う
れ
し
か
っ
た
。
高

つ
い
て
関
係
団
体
と
協
議
を
進

世
代
間
交
流
事
業
、
高
齢
者
ふ

れ
た
代
表
者
に
よ
っ
て
構
成
さ

高
齢
者
体
験
を
し
た
大
三
東

齢
者
や
体
の
不
自
由
な
人
を
見

め
て
い
ま
し
た
が
、
有
明
地
区

れ
あ
い
サ
ロ
ン
を
活
動
の
柱
と

れ
る
住
民
組
織
で
す
。

小
児
童
は
「
立
ち
上
が
る
と
き

か
け
た
ら
声
を
か
け
て
あ
げ
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。｣

に
お
い
て
は

月

日
に
設
立

し
て
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

ひ
ざ
が
曲
が
り
に
く
か
っ
た
り

総
会
が
開
催
さ
れ
、
有
明
地
区

【
有
明
地
区
社
協
役
員
】

目
が
ぼ
ん
や
り
と
し
か
見
え
な

と
感
想
を
述
べ
、
体
験
を
通
し

社
会
福
祉
協
議
会
が
発
足
し
ま

会
長
＝
矢
川
武
士
（
自
治
会
連

地
区
内
の
福
祉
ニ
ー
ズ
に
対

か
っ
た
り
、
体
が
重
く
感
じ
た

て
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
感
じ
取

し
た
。

絡
協
議
会
）

し
て
自
主
的
・
自
発
的
に
取
り

っ
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
有
明
地
区
社
協
の
設

副
会
長
＝
松
本
力
（
自
治
会
連

委
員
協
議
会
）
、
松
田
久
隆

組
む
地
区
社
協
に
対
し
、
市
社

立
で
市
内
の
地
区
社
協
が
７
カ

絡
協
議
会
）
、
篠
塚
澄
人

（
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
）
、
松

協
は
そ
れ
ら
の
地
区
社
協
の
諸

所
と
な
り
、
市
内
全
地
区
に
地

(

自
治
公
民
館
連
絡
協
議
会)

本
ヨ
シ
ミ
（
婦
人
会
）
、
宮

活
動
に
必
要
な
財
政
支
援
を
は

区
社
協
が
設
置
さ
れ
、
各
地
区

金
子
三
豊
（
民
生
委
員
児
童

崎
善
金
（
青
少
年
健
全
育
成

じ
め
、
情
報
提
供
、
地
区
社
協

協
議
会
）
、
松
本
秀
香
（
食

相
互
間
及
び
市
社
協
と
の
連
絡

生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
）

調
整
な
ど
に
よ
る
支
援
を
し
ま

月

日
、
三
会
中
学
校
生

事
務
局
長
＝
江
上
敏
英
（
自
治

す
。
ま
た
、
１
つ
の
地
区
で
対

徒
会
の
代
表
が
全
校
生
徒
で
数

公
民
館
連
絡
協
議
会
）

応
、
解
決
で
き
な
い
福
祉
ニ
ー

年
間
か
け
て
集
め
た
プ
ル
タ
ブ

理
事
＝
森
光
頼
之
、
大
島
保
博

ズ
あ
る
い
は
各
地
区
が
共
通
し

約
１
３
０
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
島
原

宇
土
幸
夫
、
伊
達
秋
信
、
浦

て
抱
え
る
問
題
は
全
市
的
な
福

市
社
会
福
祉
協
議
会
に
届
け
て

田
毅
、
永
田
康
廣
（
以
上
自

祉
課
題
と
し
て
、
市
社
協
が
地

く
れ
ま
し
た
。

治
会
連
絡
協
議
会
）
石
尾
忠

区
社
協
と
協
力
し
て
こ
れ
に
あ

生
徒
会
代
表
の
「
車
い
す
の

徳
、
大
津
益
人
（
以
上
自
治

た
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

購
入
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」

公
民
館
連
絡
協
議
会
）
、
織

の
言
葉
に
、
市
社
協
金
子
事
務

田
正
美
、
宇
土
洋
子
、
坂
上

局
長
は
「
車
い
す
購
入
に
必
要

由
喜
美
（
以
上
民
生
委
員
児

な
プ
ル
タ
ブ
の
量
が
約
８
０
０

童
委
員
協
議
会
）
、
吉
田
繁

キ
ロ
グ
ラ
ム
と
言
わ
れ
て
い
ま

正
、
坂
本
梓
、
柳
原
澄
人

す
。
皆
さ
ん
の
善
意
に
感
謝
し

（
以
上
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
）

形
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
」

広
瀬
ツ
ヤ
子
、
金
子
保
子

と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

（
以
上
婦
人
会
）
、
橋
本
重
富

坂
本
昇
隆
（
以
上
青
少
年
健

全
育
成
協
議
会
）
、
佐
々
木

房
子
、
藤
本
冨
美
子
（
以
上

ＳＨＩＭＡＢＡＲＡ

２０１０
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第2２号
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市
内
全
地
区
に
地
区
社
協
が
そ
ろ
う

設立総会で協議をする有明地区社協役員のみなさん▲

＝島原有明総合文化会館

困ったら、悩んだら

心配ごと相談所へ

◆島原市福祉センター

（島原市霊南一丁目１７）

電話６４－７０５０

毎月第１・３火曜日 午後１時～４時

◆島原市有明福祉センター

（島原市有明町大三東戊1352）

電話６５－９０９０

毎月第２・４水曜日 午後１時～４時

社会福祉協議会では福祉の

相談はもちろん、あらゆる

相談を相談員が丁寧にお受

けします。

10

12

24 プ
ル
タ
ブ
収
集
に
取
り
組
む

プ
ル
タ
ブ
を
手
渡
す

三
会
中
生
徒
会
代
表

▲

21

12

17

設
立
あ
い
さ
つ
を
す
る

矢
川
武
士
会
長

▲

大
三
東
小･

一
小
で
福
祉
体
験

人
と
人
と
の
協
力
の
大
切
さ
を
知
る

視
覚
の
変
化
を
体
験
で
き

る
ゴ
ー
グ
ル
を
つ
け
書
き
取

り
を
す
る
児
童

▲

体
験
セ
ッ
ト
を
つ
け
立
ち
上

が
り
に
く
さ
を
体
感
す
る
児
童

▲

三
会
中
生
徒
会

し
た
プ
ル
タ
ブ
を
資
源
回
収

～
プ
ル
タ
ブ
ま
め
知
識
～

プ
ル
タ
ブ
を
集
め
る
と
そ
の

業
者
に
買
い
取
っ
て
も
ら
い

ま
ま
車
い
す
に
変
身
す
る
わ

そ
の
お
金
で
車
い
す
を
購
入

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
収
集

す
る
と
い
う
流
れ
で
す
。

地
区
社
協
と
は

係

市
社
協
と
地
区
社
協
と
の
関



昨
年

月
１
日
か
ら

月

同
募
金
会
に
い
っ
た
ん
集
め
ら

日
ま
で
活
動
を
展
開
し
ま
し
た

れ
、
平
成

年
度
に
民
間
の
社

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
は
、

会
福
祉
の
資
金
と
し
て
使
わ
れ

市
民
皆
さ
ま
の
暖
か
い
ご
協
力

ま
す
。
広
域
的
に
は
、
社
会
福

を
得
ま
し
て
多
く
の
募
金
が
寄

祉
施
設
や
県
域
で
活
動
し
て
い

せ
ら
れ
ま
し
た
。

る
団
体
な
ど
に
、
市
町
で
は
社

香
典
返
し

心
か
ら
感
謝
し
、
お
礼
申
し

協
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
各
種
福
祉

あ
げ
ま
す
。

活
動
団
体
な
ど
に
配
分
さ
れ
、

岩
本
一
富

下
折
橋
町

松
本
彰
一
郎

宗
像
市

県
内
各
市
町
で
寄
せ
ら
れ
ま

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
有
効
に
使

石
田
富
夫

新
馬
場
町

吉
田
ハ
ル
エ

城
内
一
丁
目

し
た
共
同
募
金
は
、
長
崎
県
共

わ
れ
ま
す
。

本
田
哲
也

新
山
一
丁
目

船
越
光
彦

長
崎
市

柴
田
芳
博

先
魁
町

大
場
和
也

津
吹
町

島
原
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

松
本

伴

上
の
原
一
丁
目

市
川
正
明

萩
が
丘
一
丁
目

ル
実
行
委
員
会
主
催
の
第

回

倉
本
伸
子

亀
の
甲
町

古
川
雅
貴

新
山
一
丁
目

島
原
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

百
田
賢
生

下
宮
町

林
田
正
一

江
里
町

が
２
月

日
、
島
原
文
化
会
館

松
本
喜
久
代

六
ツ
木
町

片
山
勝
幸

古
丁

と
森
岳
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま

谷
川
待
子

下
新
丁

髙
木
義
和

萩
原
三
丁
目

し
た
。

吉
田

豊

大
三
東
戊

松
﨑
浩
一
郎

秩
父
が
浦
町

地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
の
も

金
子
利
通

大
三
東
丙

坪
田
好
子

浦
田
二
丁
目

と
企
画
・
運
営
な
ど
全
て
に
子

三
浦
哲
彦

佐
賀
市

池
田
幸
治
郎

湯
江
丁

ど
も
達
が
関
わ
り
、
カ
レ
ー
、

大
津
益
美

三
会
町

伊
藤
保
則

大
三
東
戊

う
ど
ん
、
や
き
そ
ば
、
お
菓
子

久
保
康
雄

新
湊
二
丁
目

本
多
正
信

大
三
東
丁

な
ど
の
出
店
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

船
戸
哲
郎

湊
道
二
丁
目

田
浦
正
高

稗
田
町

ッ
ト
、
お
化
け
屋
敷
、
迷
路
、

本
多
松
一

南
崩
山
町

松
本
き
よ
子

六
ツ
木
町

は
し
ご
車
体
験
な
ど
の
コ
ー
ナ

吉
田
昭
浩

稗
田
町

内
田
英
顕

上
の
原
一
丁
目

ー
も
あ
り
、
た
く
さ
ん
の
子
ど

増
田
ト
キ
子

中
尾
町

内
田
貴
久

亀
の
甲
町

も
達
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

伊
藤
實
惠

南
下
川
尻
町

上
田

稔

山
寺
町

松
田
大
成

上
新
丁
二
丁
目

永
橋
幸
榮

北
門
町

福
原
義
昭

山
寺
町

中
山
法
子

高
島
二
丁
目

吉
岡

了

北
原
町

梅
田
和
也

田
町

２
月

日
、
霊
丘
公
民
館
で

の
基
本
原
則
を
学
ん
だ
後
は
、

松
﨑
義
信

船
泊
町

高
野
繁
義

大
三
東
戊

島
原
市
赤
十
字
奉
仕
団
（
市
婦

災
害
時
の
高
齢
者
支
援
と
し
て

吉
田
日
出
夫

下
の
丁

末
吉
浩
三

大
下
町

人
会
）
約

人
が
赤
十
字
ボ
ラ

接
す
る
と
き
の
心
づ
か
い
や
、

平

博
行

津
町

山
口
雪
子

西
八
幡
町

ン
テ
ィ
ア
基
礎
研
修
を
受
講
し

体
の
変
化
を
ふ
ま
え
、
足
浴
や

中
島
ソ
メ

山
寺
町

本
多
直
行

新
山
一
丁
目

ま
し
た
。

ホ
ッ
ト
タ
オ
ル
の
作
り
方
、
リ

酒
井
千
鶴
子

出
平
町

牧

正
春

原
町

こ
の
研
修
会
は
、
赤
十
字
ボ

ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
方
法
な
ど
の

中
山
ヨ
シ
ヱ

油
堀
町

松
本
武
義

高
島
一
丁
目

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
の
意
識
の

技
術
も
身
に
つ
け
ま
し
た
。

大
場
正
重

北
安
徳
町

森
田
信
義

大
三
東
乙

一
般
寄
付

高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、
活
動

参
加
者
は
「
学
ん
だ
こ
と
を

中
村
信
彦

霊
南
一
丁
目

茶
道
裏
千
家
淡
交
会
長
崎
六
青
年
部

す
る
た
め
の
必
要
と
な
る
基
礎

こ
れ
か
ら
の
活
動
に
役
立
て
た

増
田
秋
義

出
平
町

的
な
知
識
及
び
技
術
を
身
に
つ

い
。
」
「
少
量
の
お
湯
で
作
る

塚
野
文
子

上
の
原
三
丁
目

匿
名

本
光
寺
町

け
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
日
赤

ホ
ッ
ト
タ
オ
ル
は
簡
単
で
す
ぐ

福
島
幸
一

新
山
二
丁
目

稲
田
光
広

姫
路
市

一
円
玉
寄
付

長
崎
県
支
部
の
主
催
で
行
わ
れ

に
で
き
る
の
で
日
常
で
も
使
い

稲
田
政
照

上
の
原
三
丁
目

ま
し
た
。

た
い
。
」
と
感
想
を
述
べ
ま
し

佐
藤
良
二

大
下
町

嶋
田
正
枝

新
馬
場
町

赤
十
字
の
歴
史
や
、
人
道
・

た
。
ホ
ッ
ト
タ
オ
ル
の
作
り
方

片
山

力

上
新
丁
一
丁
目

松
﨑
好
行

礫
石
原
町

公
平
・
中
立
と
い
っ
た
赤
十
字

は
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長崎県では毎年、障害のある方の歯科診療機会を確保す
るため、歯科診療車による巡回歯科診療を行っています。

■実施時期（県南地区）

６月：４日、１１日、１８日、２５日

７月：２日、９日、１６日、２３日、３０日

８月：６日、２０日、２７日 （毎週金曜日）

■対象者

・障害者自立支援法第4条第1項、第2項の規定に該当し、

歯科診療・検診が必要な方

・一般の歯科診療での治療・検診が困難な方、または通

院が困難な方

■申し込み方法

・在宅の方：歯科巡回診療申込書を市町窓口へ提出し、

保健所を経由して口腔保健センターへ提出

・施設入所の方：歯科巡回診療申込書を施設でとりまと

めて口腔保健センターへ直接提出

■診療費用

一般の歯科診療と同じく保険診療で、自費診療はしない

（自己負担あり）

■その他

家族、または施設職員など、受診者の健康状態を把握し

ている方の同伴を原則

■問い合わせ先

長崎県口腔保健センター 長崎市茂里町3-19

電話 095(848)5970 FAX 095(848)5980

平成２２年度 障害者巡回歯科診療
実施のお知らせ

第11回

の
子
ど
も
達
で
に
ぎ
わ
う

大
勢

ご協力ありがとう

ございました

募金総額 ８，１９８，９０３円

◆戸別募金 6,609,800円

◆事業所募金 945,000円

◆学校募金 386,575円

◆職域募金 190,500円

◆街頭募金 43,349円

◆その他募金 23,679円
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子どもスタッフのお店に列をつくる子ども達▲

＝島原文化会館
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十
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が

①ビニール袋にタオルを

１枚入れ熱湯をかける

②乾いたタオルに包んで

軽く押さえお湯をなじませる

ホットタオルの

作り方

準備品

・タオル２

・ビニール袋１

・カップ（湯のみ等）

・熱湯100ml程度
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2010年3月 第22号し ま ば ら 社 協 だ よ り
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